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【目的】

　現在，臨床現場では複数モダリティを用いて画像診断を
行うことが一般的であり，これにより正確な診断が可能と
なる。一方で複数モダリティを使用する場合，放射線被ば
くなどの患者への負担増加も懸念される。放射線治療では
通常CT画像を使用して治療計画を行うが，MR画像の利
用も増えており，高精度の治療計画が期待されている。
MR画像を用いた治療計画の実現には，MR画像とCT画
像の正確なレジストレーションが必要であり，このために
生 成CT画 像 の 利 用 が 検 討 さ れ て い る。 本 研 究 で は
U-Net1）を用いてMR画像から擬似CT画像を生成するこ
とを目的とする。

【方法】

　Neural network console（NNC）を用いてU-Netを作成

深層学習によるMR画像を用いた擬似CT画像の生成

した。U-Netは４層構造とし，バッチサイズ：４，学習率1.0
×10−3，最適化アルゴリズム：Adamとした。前処理とし
てPythonを用いてSynthRAD2023グランドチャレンジで
提供されている脳のCTおよびMRのペア画像を１×
１mm2でリサンプリングし，レジストレーションを行っ
た 2）。計11,535枚（177人）の画像データをtraining data

（9189枚），validation data（2154枚），test data：192枚に
分類して学習を行った。複雑な構造（篩骨洞）を含むスラ
イス面をA，含まないスライス面をBとし，両スライス面
におけるpeak signal-to-noise ratio（PSNR）及びstructural 
similarity index measure（SSIM）を比較した。また，エポッ
ク数を10，50，100，150，200と変化させた時も同様に評
価を行った。

【結果と考察】

　図１および図２にエポック数ごとのスライスAとスラ
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図１　スライス A における入力画像と生成画像
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イスBの生成画像を示す。U-Netを使用することでMR画
像から擬似CT画像の生成を行うことができた。複雑な構
造を含むスライスAではPSNR，SSIMはそれぞれ33.1，
0.832となった。スライスBでは36.05，0.875となり，いず
れの数値もスライスBの方が良い結果となった。また視覚
評価においても，スライスBでは単純構造が多く，原画像
に近い画像が生成できたのに対し，スライスAでは篩骨
洞や頬骨などの複雑な構造の生成精度がやや劣った。エ
ポック数は50 ～ 100でPSNR，SSIM共に最も良い結果と
なった。一方でエポック数100以降では過学習により
PSNR，SSIM共に数値が減少した。Mengke Qi らの研究
ではPSNRは29.23，SSIMは0.85であった3）。先行研究に対
して本研究ではSSIMは同程度，PSNRは数値の改善が見
られ，MR画像から擬似CT画像の生成に成功したといえる。

【結語】

　U-Netを使用することでMR画像から擬似CT画像の生

成に成功した。複雑な構造では検討が必要だが，今回の研
究は放射線治療分野で行われるMR画像とCT画像のレジ
ストレーションの代替案となり，患者に対しての被ばくの
低減が期待される。
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図２　スライス B における入力画像と生成画像


